


投票日
知事・道議
４月７日（日）

町長・町議
４月21日（日）

第19回 統一地方選挙が
実施されます

　平成 31年３月から５月にかけて任期が満了となることが予定されている、地方公共団体の議会の
議員及び長を全国一斉に改選をします。
　北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙が４月7日（日）、幌加内町長選挙及び幌加内町議会議
員選挙が４月21日（日）に実施されることになりました。
　今回の統一地方選挙では私たちの身近な代表を決める選挙となりますので、皆様の貴重な一票を無駄にしないようにしましょう。　

○北海道知事・北海道議会議員選挙の概要とスケジュール
概要 期日前投票 投開票日

北海道知事選挙

　北海道を1つの選挙区として、北海道知事
を選出する選挙。

告　示　日　平成 31年 3月21日（木）
任期満了日　平成 31年 4月22日（月）

○役場１階事務分室
期　　間　3月 22日（金）～ 4月 6日（土）
投票時間　8 時 30 分～20 時 00 分

○朱鞠内支所
期　　間　4月1日（月）～ 4月 6日（土）
投票時間　8 時 30 分～17 時 00 分

4月7日（日）

投票時間
7時 00 分～

18 時 00 分
（全投票所共通）

開票　
20 時 00 分～

会場
町民研修センター
大講堂

北海道議会
議員選挙
（上川地域）

　北海道を47の選挙区に分け、北海道議会
議員を選出する選挙。
　本町は、上川地域（旭川市、名寄市を除いた
上川総合振興局の市町村）選挙区となります。

定　　　数　3 名　
告　示　日　平成 31年 3月29 日（金）
任期満了日　平成 31年 4月29 日（月）

○役場１階事務分室
期　　間　3月 30 日（土）～ 4月 6日（土）
投票時間　8 時 30 分～20 時 00 分

○朱鞠内支所
期　　間　4月1日（月）～ 4月 6日（土）
投票時間　8 時 30 分～17 時 00 分

○幌加内町長選挙・幌加内町町議会議員選挙の概要とスケジュール
概要 期日前投票 投開票日

幌加内町長選挙 告　示　日　平成 31年 4月16日（火）
任期満了日　平成 31年 4月25日（木）

○役場１階事務分室
期　　間　4月17日（水）～ 4月20 日（土）
投票時間　8 時 30 分～20 時 00 分

○朱鞠内支所
期　　間　4月17日（水）～ 4月20 日（土）
投票時間　8 時 30 分～17 時 00 分

4月21日（日）

投票時間
7時 00 分～

18 時 00 分
（全投票所共通）

開票　
20 時 00 分～

会場
町民研修センター
大講堂

幌加内町議会
議員選挙

定　　　数　9 名
告　示　日　平成 31年 4月16日（火）
任期満了日　平成 31年 4月30 日（火）

選挙名 用件

北海道知事選挙 満18 歳以上の日本国民で、引き続き3 箇月以上
北海道内に住所を有する者北海道議会議員選挙

幌加内町長選挙 満18 歳以上の日本国民で、引き続き3 箇月以上
幌加内町に住所を有する者幌加内町議会議員選挙

投票できる方
　選挙で投票するには、選挙人名簿に登録されて
いなければなりません。
　選挙人名簿は各選挙時や年４回の定時登録によ
り名簿の調整をおこなっています。
　なお、今回の選挙で投票できる方は、左記のと
おりです。
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知っておきたい選挙運動！

　特定の選挙で、特定の候補者の当選を目的として、
得票を得るために直接もしくは間接に働きかける行為を
することをいい、選挙の公正を確保するため、法律で

選挙運動が出来る期間や方法など一定のルールを設けています。
　また、選挙運動前の選挙運動は事前運動として常時禁止されています。

選挙運動とは…？
選挙運動が行われている期間
知事選挙
　３月２１日（木）から４月６日（土）まで
道議選挙
　３月２９日（金）から４月６日（土）まで
町長選挙・町議選挙
　４月１６日（火）から４月２０日（土）まで

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん

選挙運動の手段
　候補者が行える選挙運動は、ポスターや葉書を送付するなどの「文書図面」に
よるものと、街頭演説などの「言論」によるものになっています。
　また、統一地方選挙は前回からインターネットを用いた選挙運動をすることが出
来るようになっています。

選挙運動用通常葉書
郵便局で「選挙用」としての扱いをしてもらいます。
ただし、選挙の種類により制限枚数が異なります。

選挙運動用ビラ
国政選挙及び北海道知事選挙・幌加内町長選挙にて配布すること
が可能となりますが、規格・枚数には制限があります。

選挙事務所看板類・選挙運動用自動車
規格や数などに制限があります。

選挙運動用ポスター
幌加内町選挙管理委員会が設置する公設ポスター掲示場などに掲
示することが出来ます。ただし、公設ポスター掲示場以外の設置場
所や規格・枚数には制限があります。

インターネット等の利用
ウェブサイトなどを用い、選挙運動のために使用する文書図面（ビラ・
ポスターなど）を掲示することが出来ます。
ただし、ウェブサイトに掲示されている文書図面を印刷し、配るこ
とは違反となります。また、ウェブサイト上のなりすまし、誹謗中傷
も違反となりますので注意が必要です。

言論による主な選挙運動
街頭演説
街頭又は広場などで、選挙運動のための演説を街
頭演説といいます。なお、街頭演説をする際には
選挙管理委員会から交付された標識を掲げること
となっております。
また国や地方公共団体が所有管理している建物な
どでは禁止されています。

個人演説会
候補者が有権者に投票依頼や公約など、選挙運
動のため自ら開催するものです。
なお、候補者以外は開催できません。

連呼行為
候補者の氏名などを繰り返して言うことが連呼行
為です。
個人演説会や街頭演説、選挙運動用自動車以外
で行うことは禁止されています。

※上記は選挙運動期間中
　午前 8 時～午後 8 時まで行うことが出来ます。

文書図面による主な選挙運動　

戸別訪問
投票依頼など選挙運動の目的で戸別に有権者の家などを訪問する行為。

飲食物の提供
選挙運動に関して、候補者だけでなく全ての人が湯茶及びこれに伴い日
常用いられている程度の菓子以外の飲食物を提供する行為。（運動員・
労務者に対して制限範囲内で弁当を提供することは認められています。）

署名運動
選挙に関して、投票を得るためなどの目的で有権者に対して署名運
動をする行為。

気勢を張る行為
選挙運動のために自動車を連ねるなどとして気勢を張る行為。

買収・供応
特定の候補者選挙運動の目的で、有権者等に対して金銭や物品を与
えたり、供応接待する行為。

選挙後のあいさつ行為
選挙後に当選祝賀会その他集会を開催する行為。

選挙運動期間中には
どのようなことが禁止されているの？

自由に行える選挙運動
　選挙運動期間中、未成年者や選挙運動が禁止さ
れている一部の公務員などを除き誰でも行うこと
が出来ます。
個々面接
　路上などでたまたま出会った知人などに、そ
の機会を利用して、投票の依頼をすること。

電話
　電話により投票依頼すること。

幕間演説
　婦人会などの集会、会社などの休み時間等に
た　またまそこに集まっている人を対象におこな
う選挙運動のための演説すること。

　以上のようなことが選挙期間中に行われる場合
があります。ご不明な点などがある場合は選挙管理
委員会事務局（℡：0165-35-2121）まで
お問い合わせください。
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写真：左から、( 株 ) 興和総合研究所　代表取締役　大和田善
男氏、通訳　ラキプリア・アトコ -ララ氏、スリランカ王室（セ
イロン・ドイツ技術学院会長）　パンドゥ・バンダラナイケ氏、
細川町長、技能開発及び職業訓練省大臣　チャンディマ・ウィー
ラコッディ氏、(株 ) 恵千フーズ　代表取締役　石川雅人

　道産の魅力や観光資源、特色ある市町村の調査・
発見のため、スリランカ王室の一員であるセイロン・
ドイツ技術学院会長のパンドゥ・バンダラナイケ氏と、
スリランカ国の技能開発及び職業訓練省大臣のチャ
ンディマ・ウィーラコッディ氏が1月29日（火）に幌加
内町に来町されました。

らおうと、せいわ温泉ルオントで料理長の菅原志郎氏
が、そば打ち台の前に立ち、工程を一つずつ丁寧に
説明しながらそば打ち披露。その後、季節の野菜を
添えた天麩羅や、塩豚ベースのつゆやカモ出汁ベース
のつゆを用意し、両氏に打ち立てのそばを味わってい
ただきました。
　その後、豪雪を見るのは初めてという両氏に、本町
の冬の魅力や昨年の道内積雪記録の更新、除雪体制
などを説明後、除雪機（ロータリー・ダンプ）に試乗
していただき、本町の魅力をPRすることができました。

　12月２日（日）に士別市勤労者センターにて第３４回士別市防犯少年
剣道大会が行われました。
　この大会では、朝日、士別、和寒、幌加内の剣士が集まり、お互いに日
頃の稽古の成果を出し合いました。そして幌加内の子供たちは、全員が
入賞という結果で2018年最後の大会を締めくくりました。
　各部門の成績は以下の通りです。

剣道少年団　第34回士別市防犯少年剣道大会

スリランカ王室が
幌加内町を視察

　町の地域包括支援センターが毎月２回開催している
健脚クラブに参加してみました。
　健脚クラブでは、血圧測定や問診などを行い、その
後参加者の皆さんと一緒に、脳トレから始まり、身体全
体を使う運動、様々なレクリエーションを行っています。
はじめは「簡単だな」と思っていましたが、徐々に難易
度があがり、意識して体を動かす難しさに気づかされ、
１時間30分程の運動でしたが、運動の必要性を実感
しました。
　運動に興味のある方、健康増進を図ってみたい方は
必見です。ぜひ一度見学してみてはいかがでしょうか？

健康寿命の延伸を
目指して！！
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個人戦

基本試合の部 優　勝 高橋　駿仁 幌加内小５年

小学生低学年の部 ３　位 幌加内小３年

小学生高学年の部
優　勝 野原　誠也 幌加内小５年

準優勝 中村　大樹 幌加内小６年

中学生の部 ３　位 中村　星花 幌加内中２年

団体戦
小学生低学年の部 準優勝 幌加内

小学生高学年の部

優　勝 幌加内Ｂ
野原誠也、野村埜明
３位 幌加内Ａ
中村大樹、野村啓道、安藝みなみ

写真：健脚クラブのみなさん



写真：竹谷選手表敬訪問時 写真：別部龍星選手写真：竹谷紗里依選手

　子育て支援の一環としてお子様の誕生に際し、お祝いの
記念品を贈呈する「ウェルカム赤ちゃん事業」が実施されま
した。
　細川町長より、メッセージカードと名前と誕生日が底に印
字されたククサのマグカップがそれぞれ手渡されました。
※ククサのマグカップ…白樺の木のコブから作られるカップで、北欧
の国、フィンランドでは「贈られた人は幸せになる」と言い伝えられ
ています。

Welcome
BABY

伊藤　孝汰郎くん

菅原　さくらちゃん

中川　桜絢ちゃん

町内のアルペンスキーヤー　全国大会出場！！
　幌加内中学校（校長：石橋克敏）の竹谷紗里依さん（2年生）が、新潟県苗場スキー場で開催の第56回全
国中学校スキー大会の出場権を勝ち取り、細川町長を表敬訪問しました。
　竹谷選手は、「昨年も全国大会に出場しましたが、思うような結果が残すことができなかったので、今年
は10位以内に入賞し、ジュニアオリンピックの出場権を勝ち取りたい」と意気込みを述べ、細川町長より
「めったにできない経験。緊張に打ち勝つのも実力のうち」と鼓舞していただきました。
　全国大会は２月４日から開催され、竹谷選手は、７日の女子ジャイアントスラローム競技に出場。今回の
大会では、国際大会でも使用する難易度の高いコースにも関わらず、176人中36位と大健闘しました。

　また、幌加内中学校出身の別部龍星さん（砂川高等学校３年生）が、先に旭川市で行われた第71回北北
海道高等学校スキー競技選手権大会の男子ジャイアントスラローム競技で５位入賞を果たし、初めて全国大
会へのキップを手にしました。
　全国大会は２月８日から開催され、別部選手は、10日の男子ジャイアントスラローム競技に出場。初出
場にも関わらず165人中61位という結果を残しました。
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12 月　２日　諸見里安正　様（沖縄県）
12月　２日　三澤　昌司　様（東京都）
12月　４日　城田　明彦　様（群馬県）
12月　４日　澤瀬　孝範　様（北海道）
12月　５日　道岸　唯一　様（神奈川県）
12月　７日　藤井　弘子　様（東京都）
12月　８日　武田　恵美　様（北海道）
12月　８日　池田　　靖　様（神奈川県）
12月　８日　上薗　裕子　様（神奈川県）
12月　９日　橋本　　亨　様（千葉県）
12月 10日　近田　正孝　様（愛知県）
12月 10日　福澤　義雄　様（千葉県）
12月 11日　星野　惠子　様（東京都）
12月 12日　河本　紀子　様（北海道）
12月 15日　田川　　学　様（茨城県）
12月 16日　五十嵐淳哉　様（東京都）
12月 17日　上川　　渉　様（栃木県）
12月 19日　佐々木英典　様（北海道）
12月 19日　長谷川　洋　様（三重県）
12月 22日　池田　　靖　様（神奈川県）
12月 30日　馬場　保宏　様（埼玉県）
12月 31日　新井　靜香　様（山梨県）
12月 31日　加藤　正晴　様（千葉県）

　ご厚志に感謝します
　　◆ふるさと納税◆

　～ 12 月分の寄付申出状況 ～
　12月分の申出状況は《312 件》ありました。たくさ
んの応援メッセージが幌加内町の力になり励みになり
ます。
※広報掲載希望者のみ掲載させていただいております。

●一般曹候補生
応募資格…日本国籍を有し
　　　　　採用予定月の１日現在、
　　　　　18歳以上32歳以下の男女
受付期間…3月 1日（金）～ 5月 15日（水）
試験期日…第 1次試験：5月 25日（土）
試験会場…陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●お問い合わせ先
自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊（0166-54-
5617）又は、役場窓口まで

平成31年度自衛官等募集案内

※クーポンは切り取り、ご提示願います。

　日頃より、道の駅
「森と湖の里ほろかな
い」をご利用いただき
ありがとうございます。
道の駅では、町民の皆
様に対して毎月クーポ
ンを発行することとい
たしましたので、ご利
用いただきますようお
願いいたします。

道の駅クーポン

士別警察署かわら版

｢誰かの笑顔を守る。そんな仕事がある。｣
○　願書受付
３月１日(金)～４月12日(金)

○　第１次試験日
５月18日(土)

○　第２次試験日
６月下旬～７月上旬

○　募集人数
大学卒男性115名程度、女性40名程度
高校卒男性30名程度、女性15名程度

○　受験地
旭川、名寄、稚内、留萌など
詳しくは、士別警察署ホームページを
ご覧いただくか、士別警察署までお問
い合わせください。

士別警察署　㈹23－0110

　これからの季節は、寒暖の差が大きくなり、氷のようになった屋根の雪が
落ちてきて下敷きになったり、屋根の雪下ろし中の転落によって命を落とすな
どの事故が多く発生していますので、次の点に注意しましょう。
○　屋根の雪は早めに下ろしましょう。
○　雪下ろし作業は、転落防止の措置を講じ複数人で行いましょう。
○　危険な軒下は歩かないようにしましょう。

問い合わせは士別警察署まで。

融雪期における各種事故防止！

｢さしのべる　手のぬくもりを　どの子にも｣
○　万引きは犯罪！
　万引きをする。万引きの見張りや命
令をする。盗んだ物を買うことや、もら
うことは全て犯罪になります。
○　インターネットの世界は危険が

いっぱい
　インターネットは、相手の名前や顔
が分からない分、恐ろしい犯罪や罠が
潜んでいます。ＳＮＳやゲームサイトで
知り合った相手に、だまされたり、お
どされたりして自分の裸の画像などを

少年非行・犯罪被害の防止！
送る｢自画撮り被害｣が増え続けていま
す。インターネット上で知り合った人に
は、｢会わない｣、｢信用しない｣、｢写真
を送らない｣ように注意しましょう。
～保護者の方へ～
○　非行防止は家庭から
　家庭は最も身近な社会です。社会の
ルールやマナーを守らせ、善悪のけじ
めをつけさせましょう。インターネット
の利用に起因して、犯罪被害に遭う子
供が後を絶ちません。

せいわ温泉
 ルオント入浴料
大人500円→400円
子供250円→200円

そばジェラート
   50円引き
平成31年4月30日まで有効
※有効期限内、何度でも
　利用可。
　他サービス券等の併用不可

平成３０年４月～１２月までの寄付申し込み件数は
《１２０３件》です。

北海道警察官募集中！
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　さっぽろ幌加内会では、以下の日程で「平成
31年度さっぽろ幌加内会の定期総会とふるさと
懇親会」を開催いたします。幌加内にゆかりのあ
る方々に多数のご参集をお待ちしています。

【日時】2019 年 4月 21日（日）
午後 11時より総会、正午より懇親会

【会場】ニューオータニイン札幌２階　北斗の間
住所：札幌市中央区北２条西１丁目１
TEL：011-222-1111

【会費】4,000 円
【連絡・お問合せ先】

さっぽろ幌加内会　事務局　片岸勝治
TEL：090-9080-0276

さっぽろ幌加内会定期総会及び
ふるさと懇親会の開催

　東京幌加内会では、以下の日程で「第 34回東
京幌加内会総会・懇親会」を開催します。幌加内
にゆかりのある方々に多数のご参集をお待ちして
おります。

【日時】2019 年５月 19日（日）
11時 00分～ 14時 00分

【会場】主婦会館プラザエフ
（東京都中央区・ＪＲ中央線「四ツ谷駅」）

【連絡・お問合せ先】
東京幌加内会会長　森谷 實
TEL：090-4925-6072

第34回東京幌加内会総会・
懇親会のご案内

　平成31年４月１日より、以下のとおり診療体制が変わりますので、お知らせします。

曜日
時間・内容 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

9:00
～ 12:00

外来
山田医師
大山医師※ 1

検査等
大山医師※ 1
菊地医師※ 2

14:00
～ 17:00

外来 休診 大山医師 休診※ 3

予約外来
予防接種
15:00
～ 16:30

消化器系※ 2 心エコー※ 4

※1　大山医師は水曜日を担当しますが、菊地医師の週は木曜日も担当します。
※2　菊地医師は毎月第 3水曜日を担当します。（午後の予約外来も担当します）
※3　木曜日午後の外来は休診としますが、急患等には対応いたします。
※4　木曜日午後の予約外来は山田医師が担当します。

町立幌加内診療所の
診療体制が変わります
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■ 高額介護合算療養費について
 　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計
が限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。
なお、手続きには市区町村窓口への申請が必要となります。

○　後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
○　支給額が 500円以下の場合は支給されません。

※１　現役並み所得者の限度額は、平成 30年８月以降から変更となります。
※２　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※３　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が

８０万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　高額介護合算療養費について　～

◆ 自己負担限度額表 【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月 31日】

負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額

３割  現 役 並 み 所 得 者（※１）

【課税所得 690万円以上】２１２万円

【課税所得 380万円以上】１４１万円

【課税所得 145万円以上】　６７万円

１割

一般 56万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※２） 31万円

区分Ⅰ（※ 3） 19万円

■ 高額介護合算療養費勧奨通知の発送時期について
 　高額介護合算療養費の勧奨通知は、支給対象となる方に例年１月～２月に発送しておりました
が、平成 29年度分（計算対象期間：平成 29年 8月 1日～平成 30年 7月 31 日）は、３月～
４月に発送予定です。

 北海道後期高齢者医療広域連合
   〒 060-0062
   札幌市中央区南２条西 14丁目　国保会館６階
   ℡：011 － 290 － 5601

お住まいの市町村
幌加内町役場住民課後期高齢者医療係
℡：0165－ 35－ 2124

お問い合わせ先

申請される方は、幌加内町役場住民課後期高齢者医療係までお申し出ください。
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新ＩＰ告知電話機の
注意点

「ほろみんナビ」の運用開始のお知らせ

　２月８日（金）より、順次、IP 電話機
の交換を行っておりますが、現在の「白
い」電話機と新しい「黒い」電話機間で
は広報や説明会でもお伝えしましたが、
電話が のでご注意下さい。

★町内の全 IP 電話の交換作業は 3月末に完了する
予定です。

★ IP 電話が使えない時は、NTTの電話や携帯電話
の利用をお願いします。

電話NG

電話OK

電話OK

◎停電にも対応◎
　停電時も役場からの防災情報
が受けられます。

◎ お問合せ先 ◎　役場 IP 電話担当　TEL ３５－２１２１

◎ 注 意 点 ◎
　パケット使用料は、利用者負担となりますのでパケ放題プラン等でご利用下さい。

◎アプリ提供開始◎

スマートフォンアプリが完成！
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◆　年金を受けている方の所在が１月以上明らかでないときは、その世帯の世帯員の方は所
在不明についての届出を速やかに行う必要があります。提出先はお近くの年金事務所で
す。

◆　お届けいただいた後、受給権者ご本人へ現況申告書が送付されますが、現況申告書の返
信がない場合は、年金の支払いが一時止まります。

◆　年金の支払いが止まっている方の所在が明らかになったときは、年金のお受け取りを再
開するための手続きが必要となります。お近くの年金事務所までご連絡をお願いします。

所在不明の年金受給者に
係る届出について
　年金を受けている方が所在不明になったときはお届けが必要です。

１月以上所在不明になったとき

日本年金機構
Japan Pension Service

お問い合わせは、『ねんきんダイヤル』またはお近くの年金事務所へ

０５７０－０５－１１６５
050で始まる電話でおかけになる場合は　（東京）03－6700－1165

＜受付時間＞
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
＊月曜日が祝日の場合、翌開所日は午後7：00まで。

火～金曜日　午前8：30～午後5：15
＊祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～1月3日はご利用いただけません。

第２土曜日　午前9：30～午後4：00

○お問い合わせの際には、基礎年金番号が分かるものをご用意下さい。
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健　康
コラム
2019

タバコの影響から自分も相手も守りましょう。
　タバコの健康への影響というと、みなさんはどのようなものを思い浮
かべますか？肺の病気だけでなく、糖尿病や脂質異常症などの生活習
慣病の原因にもなります。がんも、子宮頸がんや白血病など全身に及び
ます。
　これらの影響は、喫煙者だけでなく、その周囲の人にも及びます（受
動喫煙）。
　喫煙中でなくても、髪の毛や服、壁や家具などに付着したタバコ臭を感じることはありませんか。実はこのとき、
有害物質を体内に吸い込み、受動喫煙の被害にあっているのです。これを3次喫煙といいます。

第229回
「禁煙外来～自分も相手も守るために～」

　オリンピックが行われる 2020 年までに望まない受動喫煙を防止するため、学校や病院などの公共施設は敷地内
禁煙となりました。事務所や飲食店などは規模によって屋内禁煙や喫煙所の設置などが義務付けられます。喫煙が
可能なところへは、お客さん、従業員ともに 20歳未満の方は立ち入り禁止となります。
　今後喫煙に関する規制が強くなっていきます。禁煙を望む方には禁煙外来などもあります。望まない受動喫煙を
防ぐのはもちろんですが、タバコを吸っ
ている人も自分の健康を守るために禁煙
することが重要です。

タバコの影響

歯の病気

呼吸器の病気
・　慢性閉塞性肺疾患
　　（COPD）
・　気管支喘息
・　肺炎

その他の病気
・　糖尿病
・　脂質異常症
・　骨粗しょう症
・　白内障

がん
・　肺がん
・　胃がん
・　大腸がん
・　膵がん
・　子宮頸がん
・　骨髄性白血病

心臓・血管の病気
・　脳卒中
・　大動脈解離
・　腹部大動脈

生殖器の病気

●乳幼児・児童に関する行事
子育て教室 農業活性化センター

乳幼児予防接種

２日（火）

町立幌加内診療所９日（火）

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

３日（水） 母子里老人クラブ
幌加内老人クラブ
添牛内老人クラブ
政和老人クラブ
朱鞠内老人クラブ

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行って
おります。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。また、
来所の前にアルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。
○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40歳以上の方で過去
に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前に
アルク保健師までご連絡ください。
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◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

３月

７日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１～３年生　15:20～
４～６年生　16:00～

10日㊐ 世代間交流体験事業「農協青年部主管」 アグリ 10:00～
12日㊋ 幌加内中学校卒業式
15日㊎ 幌加内小学校卒業式
17日㊐ 成人大学講座第４講 幌加内町介護予防講演会 ふれあいホール 13:30～
20日㊌ 朱鞠内小学校卒業式

4月 ５日㊎
幌加内小学校入学式 幌加内小学校 10:00～
朱鞠内小学校入学式 朱鞠内小学校 10:00～
幌加内中学校入学式 幌加内中学校 13:30～

８日㊊ 幌加内高等学校入学式 幌加内高等学校 13:30～

　まちづくり講座は役場のしくみやまちづくりの課題を

職員と一緒に学習することを目的としています。町民の

皆様方の多数のご利用、ご参加をお待ちしております。

【対　象】町民で構成される10名以上の団体
【受講料】無料（教材費等がかかる場合があります）
【開設時間】9:00 ～ 21:00までの間で、2時間以内
【お申込み】教育委員会社会教育係
【平成31年度講座リスト】
・ごみ処理について

・国民健康保険／国民年金制度について

・後期高齢者医療制度について

・みんなで学ぶ交通安全

・安心生活術（防犯・消費生活等）

・上下水道のしくみ

・幌加内そばの現状の課題

・考えようまちづくり

・ケガや病気に対する処置

・健康づくり／あんしん介護講座　

・火災予防と災害時の準備

・生涯学習センターの見学

※その他学びたいことがありましたら、お気軽にご相談下

さい。

■まちづくり講座

【日　時】平成31年3月17日（日）
　　　　　13:30 ～ 15:00（受付開始13:00）

【場　所】生涯学習センター「ふれあいホール」
【講　師】保健福祉総合センターあんしん介護係
　　　　　 保健師　寺林　和哉

【演　題】「今を知る　町を知る　未来を知る」
　　　　　～3つの知るから介護予防を考える～

【お申込み】３月14日（木）までに
　　　　　　 保健福祉課あんしん介護係

　　　　　　（TEL 35-3090）へお申込みください。

■成人大学講座第４講
　　幌加内町介護予防講演会

◇今月の新しい本

・怪物の木こり

倉井眉介／著（宝島社）

　サイコパス弁護士・二宮彰は「怪物

マスク」を被った男に襲撃され、頭

を割られかける。一方そのころ世間では、頭

を割られ、脳を奪われる猟奇的殺人事件が連続発生し

ており…。第 17回『このミステリーがすごい！』大賞

受賞作品。

・神の島のこどもたち

中脇初枝／著（講談社）

・歌舞伎町ゲノム

誉田哲也／著（中央公論新社）

・薬に頼らず血圧を自力で下げるコツ

桑島巖／著（河出書房新社）

【保険内容】団体活動中の事故や往復中の事故の補償。
【対　象】4名以上で構成しているスポーツおよび文化団体。
【期　間】平成31年4月1日～翌年3月31日

）用適らか日翌のい払支金掛は合場のみ込申の降以日1月4（ 

※お申込み及び掛金・補償などに関するお問合せは教育委

員会社会教育係へお願いします。なお、平成30年度

に加入されていた方は3月 31日で保険期間が終了し

ますので、新規加入申込みをお願いします。申込用紙

等、書類が必要な場合は教育委員会へご連絡ください。

■スポーツ安全保険のご案内
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０
０
０
８
億

比
　

，
０
３
は
ば
そ
、
て
い
つ
に
作
畑

と
俵
７
８
・０
は
収
反
、
俵
４
４
３

る
回
下
く
き
大
を
作
年
平
、
り
な

、
は
高
込
見
売
販
、
り
な
と
果
結3

年
前
、
と
り
余
円
万
０
０
３
３
億

で
比
対

2

、
円
万
０
０
０
４
億

・

町 
長 

行 

政 

報 

告

　

、
類
豆
、
麦
小
、
薯
鈴
馬
、
他
の
そ

０
４
万
２
６
６
４
、
で
等
び
き
な
い

比
年
前
対
、
円
０
０

少
減
の
積
面
付
作
豆
大
、
で
減
ト
ン

因
要
な
き
大
が
作
不
な
的
般
全
、
と

　

年
前
が
瓜
南
、
は
て
い
つ
に
菜
野

比

比
年
前
対
は
で
体
全
、
り
な
と
円
万

。
る
あ
で
込
見
売
販
の
り
余
円

　

の
売
販
体
固
、
は
で
係
関
産
畜

ち
落
の
量
数
乳
生
や
み
悩
び
伸

前
で
体
全
産
畜
、
り
よ
に
等
み
込

比
年2

。
た

　

売
販
計
合
物
産
畜
農
、
果
結
の
こ

比
年
前
対
、
で
額
込
見

の
減
ト
ン
セ

8

と
円
万
０
０
３
９
億

。
る
あ
で
み
込
見
る
な

　

農
せ
わ
あ
に
収
減
の
回
今
、
お
な

繰
の
当
相
円
万
０
０
５
２
等
料
用
使

入
収
、
し
解
了
は
て
い
つ
に
べ
延
り

し
出
提
に
会
例
定
今
を
正
補
額
減
の

。
る
い
て

。
た
し
ま
り
あ
が
告
報
政
行
長
育
教
・
長
町

。
す
ま
し
せ
ら
知
お
て
い
つ
に
要
概

　
12
月
13

、
件
２
意
同
、
問
質
般
一
が
名
３
、
れ
さ
催
開
に
日

案
議
、
件
３
認
承
、
件
４
告
報
、
件
１
挙
選
、
件
１
問
諮

16
件

。
た
し
定
決
り
お
と
の
案
原
れ
さ
出
提
が

成
平

30
年　

（会
例
定
回
４
第

月

）
日
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告

報

選
　

挙分

処

決

専

同
　

意

諮
　

問

よ
に
例
条
彰
顕
者
労
功
町
内
加
幌
○

彰
表
る

し
と
名
２
の
次
、
は
者
彰
表
被
◎

。
た

　

寺
野
小

　

氏
昭
安

　

関
小
　

氏
明
和

彰
表
者
献
貢
業
産
町
内
加
幌
○

績
功
な
著
顕
に
興
振
の
業
産
町
本
◎

。
た
し
と
方
の
次
は
者
彰
表
被
・

　

岡
花
　

氏
男
良

　

間
本
　

氏
志
博

　

谷
南
　

氏
治
長

　

田
鎌
　

氏
人
正

薦
推
の
員
委
護
擁
権
人
○

。
た
し
定
決
に
氏
吾
見
村
竹
◎

　

成
平
・
・
・
期
任

日
１
月
４
年

成
平
ら
か

月
３
年

日

挙
選
の
員
委
会
員
委
理
管
挙
選
○

４
の
次
は
員
委
会
員
委
理
管
挙
選
◎

。
た
し
選
当
が
名

　

川
谷
　

氏
優

　

本
坂
　

氏
康
規

　

江
新
　

氏
文
宏

　

本
岩
　

氏
幸
靖

挙
選
の
員
充
補
会
員
委
理
管
挙
選
○

の
次
は
員
充
補
会
員
委
理
管
挙
選
◎

。
た
し
選
当
が
名
４

　

序
順
一
第

　

山
高
　

氏
子
京

　

序
順
二
第

　

成
吉
　

氏
彦
克

　

序
順
三
第

　

岡
花
　

氏
子
智
美

　

序
順
四
第

　

代
能
　

氏
子
惠

償
賠
害
損
○

る
い
て
し
設
敷
に
線
条
３
東
道
町
◎

に
損
破
の
分
部
フ
ラ
ト
の
溝
側
路
道

道
、
際
の
過
通
が
両
車
手
相
、
り
よ

の
両
車
、
り
が
上
ね
跳
が
蓋
溝
側
路

Ａ

Ｑ 。
た

）
償
賠
を
円
２
８
４
６
万
６
害
損
（

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
６
第
（
算
予
正
補

通
て
け
か
に
日
５
ら
か
日
４
月
９
◎

風
台
た
し
過

発
日
６
月
９
、
と
号

電
停
の
震
地
部
東
振
胆
道
海
北
の
生

０
０
１
万
６
６
４
り
よ
に
等
事
工
体

。
正
補
を
円
０

成
平
○

事
道
水
下
町
内
加
幌
度
年

）
号
３
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業

　胆
道
海
北
た
し
生
発
に
日
６
月
９
◎

、
め
た
の
電
停
る
よ
に
震
地
部
東
振

な
れ
流
に
流
下
が
泥
汚
の
場
プ
ン
ポ

万
３
て
し
と
料
数
手
業
作
の
め
た
る

。
正
補
を
円

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
７
第
（
算
予
正
補

か
と
こ
た
い
て
し
電
漏
が
気
電
る
わ

。
正
補
を
円
０
０
０
８
万
４
８
１
ら

員
議
関
小

な
ら
ち
ど
化
朽
老
か
障
故
、
が
る
あ

。
か
の
　

 

長
次
育
教

判
と
化
朽
老
で
査
検
の
回
今

。
明 

成
平
○

歳
計
会
各
町
内
加
幌
度
年

て
い
つ
に
定
認
算
決
出
歳
入

計
会
般
一
・

　

額
算
決
入
歳

　
　

円
９
８
２
１
万
７
６
３
４
億

　

額
算
決
出
歳

　
　

円
８
５
９
３
万
０
８
４
５
億

計
会
別
特
険
保
康
健
民
国
・

　

額
算
決
入
歳

　
　

円
７
０
０
６
万
８
１
４
８
億
２

　

額
算
決
出
歳

　
　

円
０
８
０
３
万
７
２
３
８
億
２

計
会
別
特
療
医
者
齢
高
期
後
・

　

額
算
決
入
歳

　
　

円
３
６
５
８
万
７
８
８
２

　

額
算
決
出
歳

　
　

円
３
６
０
６
万
４
４
８
２

計
会
別
特
険
保
護
介
・

　

額
算
決
入
歳

　
　

円
８
９
０
６
万
４
４
９
８
億
１

　

額
算
決
出
歳

　
　

円
３
１
２
９
万
７
９
７
７
億
１

計
会
別
特
業
事
道
水
易
簡
・

　

額
算
決
入
歳

　
　

円
０
９
１
４
万
２
５
５
７

　

額
算
決
出
歳

　
　

円
０
９
１
４
万
２
５
５
７

計
会
別
特
業
事
道
水
下
・

　

額
算
決
入
歳

　
　

円
０
７
９
４
万
３
１
５
６

　

額
算
決
出
歳

　
　

円
０
７
９
４
万
３
１
５
６

計
会
別
特
金
資
学
奨
・

　

額
算
決
入
歳

　
　

円
８
５
１
３
万
１
８
１

　

額
算
決
出
歳

　
　

円
８
５
１
３
万
１
８
１

　

に
と
こ
る
す
定
認
、
果
結
の
議
協

。
た
し
定
決
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算

予

正

補

渡
譲
償
無
の
産
財
有
町

正

改

例

条

結

締Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

弁
用
費
び
及
酬
報
の
員
議
会
議
町
○

正
改
を
部
一
の
例
条
る
す
関
に
等
償

例
条
る
す

当
手
末
期
き
づ
基
に
告
勧
院
事
人
◎

年

。
る
す
用
適
ら
か
日
１
月

の
例
条
る
す
関
に
与
給
の
等
長
町
○

正
改
を
部
一

当
手
末
期
き
づ
基
に
告
勧
院
事
人
◎

年

。
る
す
用
適
ら
か
日
１
月

一
の
例
条
る
す
関
に
与
給
の
員
職
○

例
条
る
す
正
改
を
部

の
級
１
、
き
づ
基
に
告
勧
院
事
人
◎

成
平
げ
上
引
円
０
０
５
１
を
給
任
初

。
る
す
用
適
ら
か
日
１
月
４
年

び
及
酬
報
の
員
職
別
特
勤
常
非
町
○

を
部
一
の
例
条
る
す
関
に
償
弁
用
費

例
条
る
す
正
改

票
開
、
票
投
る
れ
さ
事
従
に
挙
選
◎

選
票
開
・
票
投
、
長
挙
選
、
者
理
管

会
国
て
い
つ
に
額
酬
報
の
人
会
立
挙

に
準
基
費
経
行
執
の
等
挙
選
の
員
議

す
正
改
に
額
る
め
定
に
律
法
る
す
関

。
正
改
例
条
る
よ
に
と
こ
る

者
理
管
票
投
・

額
日
　

円
０
０
６
，
２
１

長
挙
選
び
及
者
理
管
票
開
・

円
０
０
６
，
０
１

人
会
立
票
投
・

　

円
０
０
７
，
０
１

人
会
立
票
開
・

　
　

円
０
０
８
，
８

一
の
例
条
理
管
宅
住
営
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部

を
戸
４
棟
２
地
団
和
政
、
戸
２
棟
１

。
正
改
例
条
る
よ
に
と
こ
た
し
壊
取

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例
条
置

。
正
改
例
条
る
よ
に
と
こ
た
し
壊

の
例
条
置
設
設
施
産
農
町
内
加
幌
○

て
い
つ
に
例
条
る
す
正
改
を
部
一

そ
称
通
（
設
施
製
調
燥
乾
等
類
穀
◎

調
燥
乾
穀
米
び
及
）
館
の
一
本
日
ば

）
設
施
整
調
ラ
バ
米
称
通
（
設
施
製

成
平
が
間
期
還
償
、
て
い
つ
に
等

産
財
り
よ
に
と
こ
た
し
了
終
で
度
年

加
幌
る
す
連
関
に
共
と
う
行
を
分
処

条
部
一
の
例
条
置
設
設
施
産
農
町
内

。
正
改
例

渡
譲
償
無
◎

物
建
・

　

式
一
設
施
製
調
燥
乾
ば
そ

方
手
相
・

　

合
組
同
協
業
農
ち
ら
そ
た
き

　

長
合
組
事
理
表
代

　

文
孝
木
柏

的
目
・

　

成
平

農
等
興
振
村
山
新
、
度
年

を
金
助
補
業
事
策
対
別
特
業
漁
林

初
当
立
設
、
れ
さ
設
建
て
し
用
活

に
料
用
使
の
額
当
相
費
設
建
ら
か

成
平
が
間
期
還
償
る
よ

で
度
年

。
め
た
た
し
了
終

日
渡
譲
・

　

成
平

日
１
月
２
年渡

譲
償
無
◎

品
物
び
及
物
建
・

備
設
別
選
彩
色
・
設
施
整
調
穀
米
・

式
一

方
手
相
・

　

合
組
同
協
業
農
ち
ら
そ
た
き

　

長
合
組
事
理
表
代

　

文
孝
木
柏

的
目
・

　

成
平

農
等
興
振
村
山
新
、
度
年

を
金
助
補
業
事
策
対
別
特
業
漁
林

初
当
立
設
、
れ
さ
設
建
て
し
用
活

に
料
用
使
の
額
当
相
費
設
建
ら
か

成
平
が
間
期
還
償
る
よ

で
度
年

。
め
た
た
し
了
終

日
渡
譲
・

　

成
平

日
１
月
２
年

を
部
一
の
定
協
成
形
圏
立
自
住
定
○

結
締
の
定
協
る
す
更
変

成
平
◎

を
市
別
士
、
市
寄
名
、
年

し
と
市
心
中
の
型
眼
複

11

構
の
村
町

成
形
圏
立
自
住
定
り
よ
に
体
治
自
成

業
産
祉
福
、
回
今
、
し
結
締
を
定
協

組
り
取
た
し
携
連
る
な
更
、
て
い
お

容
内
定
協
部
一
め
た
る
す
進
推
を
み

。
の
も
る
す
更
変
・
加
追
を

員
議
川
中

、
て
い
つ
に
備
整
の
網
流
物

を
と
こ
な
様
の
ど
に
的
体
具

。
か
の
る
い
て
し
定
想

長
室
興
振
域
地

な
と
心
中
が
省
通
交
土
国

流
物
る
け
お
に
道
海
北
、
り

い
つ
に
）
区
地
ル
デ
モ
寄
名
（
網

、
関
機
融
金
、
長
首
る
す
係
関
、
て

。
る
い
て
し
を
議
協
て

　

り
守
見
、
は
て
い
つ
に
者
業
配
宅

流
物
の
後
今
、
く
し
厳
が
営
経
が
る

。
る
あ
に
況
状
い
し
難
が
成
形
の
網

　

加
、
品
産
農
や
物
産
水
、
他
の
そ

い
な
え
行
に
的
率
効
も
送
輸
の
物
工

。
の
も
の

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
８
第
（
算
予
正
補

託
委
務
業
量
測
籍
地
地
跡
Ｒ
Ｊ
◎

、
事
工
修
補
道
林
奥
線
８
和
政
、
料

託
委
務
業
新
更
機
末
端
知
告
Ｐ
Ｉ

等
備
整
間
空
祉
福
・
護
介
域
地
、
料

成
助
会
老
敬
、
金
助
補
備
整
設
施

、
料
託
委
務
業
計
設
査
調
道
町
、
金

等
事
工
修
改
害
雪
設
施
具
遊
場
広
村

を
円
万
２
８
９
２
、
り
よ
に
減
増
の

額
総
、
し
額
減

９
万
０
９
３
５
億。

た
し
と
円
０
０
０

員
議
関
小

告
Ｐ
Ｉ
の
費
信
通
報
情
域
地

料
託
委
務
業
新
更
末
端
知

、
が
る
あ
と
円
０
０
０
２
万
９
３
７

し
更
変
に
体
団
５
ら
か
体
団
の
初
当

。
か
の
る
れ
ま
組
が
正
補
な
う
よ
じ

長
課
務
総

て
い
つ
に
分
加
増
の
料
託
委

託
委
で
の
も
の
そ
業
事
、
は

。
る
い
て
れ
ま
組
が
料

　

１
８
は
料
務
業
託
委
の
算
予
初
当
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議

発

Ａ Ｑ

成
平

町
川
細
に
月
４
年

平
。
る
い
て
し
と
う
よ
し
過
経
が
月成

月
５
年

臨
回
３
第
、
催
開
日

ク
「
て
い
お
に
針
方
政
施
の
会
時

大
を
話
対
で
線
目
民
町
に
柱
本
３
を

目
を
り
く
づ
町
た
れ
と
の
和
調
に
切

い
思
る
す
対
に
行
執
政
町
と
」
す
指

。
た
い
て
べ
述
を

　

事
保
確
材
人
護
介
、
編
再
院
病

度
名
知
の
」
ば
そ
い
な
か
ろ
ほ
「、
備

き
て
め
進
を
業
事
の
々
数
ど
な
上
向

格
本
の
号
ん
み
ろ
ほ
に
特
、
り
お
て

区
６
区
挙
選
院
議
衆
や
現
実
の
行
運

大
り
あ
で
績
実
な
き
大
は
行
移
の
へ

し
。
る
あ
で
の
も
る
れ
さ
価
評
く
き

の
物
産
畜
農
た
し
適
に
町
本
、
し
か

な
現
実
の
行
移
川
上
な
全
完
、
興
振

。
る
す
在
存
も
の
も
な
ば
半
成
達
ど

　

ろ
こ
と
す
残
で
ま
了
満
期
任

5
段
現
「
は
で
弁
答
月
９
、
り
き
を
月

な
は
で
期
時
る
き
で
束
約
は
で
階

期
時
る
す
断
判
て
い
つ
に
馬
出
選
２

た
い
伺
か
の
る
い
て
え
考
う
ど
で
点

。
い

弁
答

 

長
町

え
い
も
と
台
土
の
営
運
政
行

口
窓
政
行
の
国
、
正
改
の
区
挙
選
る

ん
み
ろ
ほ
「
た
ま
、
正
改
の
関
機

関
各
、
ど
な
可
認
線
路
式
正
の
」
号

力
協
ご
と
解
理
ご
の
位
各
と
関
機
係

き
で
現
実
ら
が
な
せ
ば
れ
遅
、
が
と

外
内
、
し
か
し
。
る
い
て
し
謝
感
と

し
積
山
が
題
課
の
く
多
だ
ま
、
に
共

残
り
や
、
と
こ
き
べ
る
や
、
り
お
て

。
る
あ
山
沢
も
と
こ
た
し

　

も
た
い
て
え
見
で
ま
今
、
後
任
就

な
え
こ
聞
が
と
こ
た
い
て
え
こ
聞
は

ら
が
な
し
返
り
繰
を
答
自
問
自
、
と Ａ

Ｑ

て
い
つ
に
馬
出
選
２

馬
出
け
向
に
目
期
２

意
決
を
ＱＡ

市村議員

一
般
質
問

が
体
団
、
回
今
。
上
計
で
円
万
３
１

０
２
万
２
５
８
８
計
し
額
増
円
０
０

行
を
業
事
て
し
と
料
託
委
の
円
０
０

。
る
い
で
ん
組
で

員
議
村
中

料
繕
修
別
特
の
費
理
処
芥
塵

０
１
万
０
８
３
、
て
い
つ
に

。
か
ぜ
な
は
の
た

長
課
民
住

つ
に
料
繕
修
の
車
理
処
芥
塵

成
平
○

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年

３
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
険
保

）
号

出
支
庫
国
、
金
担
負
会
合
連
保
国
◎

３
２
、
り
よ
に
加
増
の
等
金
還
返
金

７
３
億
２
額
総
、
し
加
追
を
円
万
７

。
た
し
と
円
０
０
０
５
万
８
７

成
平
○

齢
高
期
後
町
内
加
幌
度
年

２
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
療
医
者

）
号

担
負
等
料
険
保
、
金
担
負
費
務
事
◎

、
り
よ
に
額
減
の
金

額
減
を
円
万

。
た
し
と
円
万
０
５
３
３
額
総
、
し

成
平
○

険
保
護
介
町
内
加
幌
度
年

）
号
３
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特

額
減
を
円
０
０
０
１
万
８
１
４
、
り

０
０
０
２
万
４
８
１
億
２
額
総
、
し

。
た
し
と
円

成
平
○

道
水
易
簡
町
内
加
幌
度
年

３
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業
事

）
号

成
新
、
料
託
委
務
業
査
検
質
水
◎

道
水
易
簡
区
地
２
第
・
１
第
生

、
り
よ
に
額
減
の
等
事
工
替
取
器

、
し
額
減
を
円
０
０
０
７
万
５
５
２

し
と
円
０
０
０
９
万
８
９
７
７
額
総

。
た

成
平
○

事
道
水
下
町
内
加
幌
度
年

）
号
４
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業

業
検
点
守
保
槽
化
浄
理
処
併
合
◎

槽
化
浄
理
処
併
合
、
料
託
委
務

、
り
よ
に
額
減
の
等
事
工
置
設

、
し
額
減
を
円
０
０
０
８
万
８
８
１

し
と
円
０
０
０
９
万
８
５
６
７
額
総

。
た

し
申
の
査
調
務
事
管
所
の
中
会
閉
○出

　

生
厚
務
総
び
及
会
員
委
営
運
会
議

員
委
任
常
教
文
建
産
、
会
員
委
任
常

、
果
結
の
議
協
を
出
し
申
の
ら
か
会

。
た
し
可
許

17 2019.3
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小関議員

Ａ

Ｑ

整
た
え
据
見
を
来
将

て
い
つ
に
画
計
備

予
計
設
施
実
度
年

、
化
算

施
実
度
年

、
計
設

事
工
度
年

る
あ
で
画
計
の
工
着

速
り
限
な
能
可
、
が

め
進
を
務
事
に
か
や

い
た
き
行
て

ＱＡ

ＱＡ

画
計
備
整
た
え
据
見
を
来
将

い
伺
て
い
つ
に
点
４
る
係
に

。
い
た

　

調
の
業
事
げ
上
嵩
堤
堰
ム
ダ
鞠
朱

れ
さ
定
予
に
様
の
ど
が
事
工
本
・
査

て
い
つ
に
要
概
事
工
た
ま
、
か
の
る

経
。
い
な
い
て
え
こ
聞
は
く
し
詳
も

も
る
え
与
に
元
地
て
め
含
も
果
効
済

。
か
の
る
め
込
見
度
程
の
ど
、
は
の

　

。
う
伺
も
て
い
つ
に
策
応
対
た
ま

弁
答

 

長
町

調
の
業
事
げ
上
嵩
ム
ダ
竜
雨

施
共
公
る
係
に
事
工
本
・
査

応
対
、
過
経
の
て
い
つ
に
用
利
の
設

に
日
５
月
４
年
今
、
は
て
い
つ
に
策

所
務
事
川
河
川
滝
め
た
の
進
推
業
事

」
所
業
事
査
調
ム
ダ
川
竜
雨
「
に
内

初
は
所
業
事
の
こ
。
た
れ
さ
置
設
が

、
り
あ
で
所
務
事
の
め
た
の
査
調
期

成
平
る
れ
さ
化
格
本
が
査
調

年
借
を
設
施
き
空
の
内
町
、
は
に
頃
月

近
、
り
あ
が
談
相
の
旨
い
た
げ
上
り

ム
ダ
を
館
育
体
て
せ
わ
合
、
て
し
と

年
4

と
所
務
事
も
階
１
は
ら
か
月

整
調
で
と
こ
す
出
し
貸
で
償
有
て
し

て
れ
さ
化
体
具
が
事
工
・
査
調
。
中

成
平
、
が
い
な
い

年

に
で
ま
月

改
し
化
体
具
を
件
条
し
出
し
貸
、
は

等
料
賃
、
間
期
、
で
の
う
伴
も
等
修

。
い
た
き
い
て
し
定
決
を

　

現
、
は
て
い
つ
に
館
育
体
、
お
な

用
利
の
で
等
ト
ン
ベ
イ
、
事
行
、
在

合
場
る
す
用
使
ら
か
と
こ
る
あ
も

予
る
す
整
調
う
よ
る
す
放
開
、
は

。
定

　

つ
に
」
業
事
生
再
ム
ダ
川
竜
雨
「

員
職
の
国
で
模
規
人
十
数
、
は
て
い

し
入
転
へ
町
本
し
動
異
を
票
民
住
が

さ
施
実
が
事
工
本
、
に
更
。
る
く
て

町
が
員
業
作
の
数
当
相
は
合
場
た
れ

、
れ
さ
定
想
が
と
こ
る
す
住
在
に
内

き
で
待
期
に
い
大
も
果
効
及
波
済
経

た
し
を
応
対
り
限
な
能
可
、
で
の
る

。
い

の
地
街
市
、
て
し
と
目
点
２

が
事
工
設
埋
の
路
水
用
漑
灌

院
病
、
が
る
れ
さ
施
実
り
よ
度
年
次

充
拡
の
用
活
効
有
の
て
し
対
に
地
跡

考
の
と
か
い
な
は
で
の
る
得
り
あ
も

活
利
、
等
事
工
帯
付
辺
周
め
含
も
え

。
う
伺
て
い
つ
に
想
構
た
け
向
に
用

弁
答

 

長
町

道
は
て
い
つ
に
路
水
用
漑
灌

和
平
、
区
地
部
中
内
加
幌
営

第
1

所
区
良
改
地
土
、
路
水
用
元
還

成
平
、
で
と
こ
の
路
水
用
渠
明
の
管

り
よ
度
年

2

、
れ
わ
行
が
え
替
り
切
の
へ
ン
イ
ラ

整
に
形
る
れ
さ
設
埋
が
分
部
路
水
用

縮
を
模
規
は
水
排
路
道
。
る
れ
さ
備

の
線
沿
、
り
走
を
分
部
上
地
て
し
小

　

に
り
通
川
新
道
町
は
分
部
地
街
市

幅
路
道
、
り
あ
で
有
所
の
区
良
改
地

。
い
な
は
で
の
も
な
う
よ
る

　

な
に
ま
ま
の
渠
明
は
等
横
院
病
旧

さ
置
設
が
柵
全
安
な
う
よ
の
在
現
り

充
拡
の
用
利
地
跡
院
病
。
定
予
る
れ

は
用
活
利
の
等
事
工
帯
付
は
い
る
あ

。
い
な
い
て
え
考

公
央
中
、
て
い
つ
に
目
点
３

活
生
央
中
、
化
震
耐
の
館
民

含
を
等
用
活
効
有
の
設
施
共
公
の
他

の
も
く
い
て
れ
さ
が
画
計
次
年
、
め

　

い
思
の
り
と
ひ
人
一
員
議
会
議

良
と
く
い
て
し
う
ど
を
町
の
こ
、
が

た
き
て
し
を
疑
質
、
度
都
を
か
の
い

い
願
を
示
提
て
い
つ
に
画
計
施
実
が

。
い
た

弁
答

 

長
町

い
つ
に
用
活
利
の
地
跡
院
病

セ
善
改
活
生
、
時
当
、
は
て

計
と
年

ら
れ
こ
、
ら
か
と
こ
た
い
て
れ
さ
画

育
保
童
学
や
場
道
ば
そ
る
す
連
関
に

ラ
バ
ら
が
な
し
も
証
検
の
約
公
、
り

に
地
、
く
な
は
で
け
だ
と
こ
の
色

た
る
せ
か
咲
を
花
に
基
を
種
た
き
て

・
全
安
、
や
大
拡
の
場
の
用
雇
、
め

な
め
進
に
更
を
り
く
づ
ち
ま
な
心
安

。
い
な
ら
な
ば
れ
け

　

、
え
ま
踏
も
向
意
の
方
の
会
援
後

、
り
限
い
無
が
態
事
の
測
不
、
後
今

意
決
を
馬
出
度
再
て
け
向
に
目
期
２

。
た
し

182019.3
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Ａ Ｑ

化
朽
老
の
ン
セ
ミ
コ
者
齢
高
、
他
の

ン
コ
や
等
設
施
流
交
間
代
世
る
よ
に

、
し
討
検
も
て
い
つ
に
置
設
の
二
ビ

て
え
考
に
先
優
最
を
性
便
利
の
民
住

げ
上
し
申
を
と
こ
く
い
て
し
を
討
検

。
た　

　

成
平

年

央
中
、
は
で
会
議
月

質
も
て
い
つ
に
修
改
震
耐
の
館
民
公

強
補
震
耐
て
し
と
果
結
、
り
あ
が
問

合
場
た
れ
さ
な
が
断
診
の
と
要
必
が

成
平
は

必
る
わ
だ
こ
に
画
計
の
年

年
昨
。
た
し
を
答
回
の
旨
い
無
は
要1

び
及
階

2

判
の
と
足
不
力
耐
が
階

エ
び
及
、
修
改
の
化
震
耐
、
ら
か
定

る
あ
で
要
必
が
修
改
の
レ
イ
ト
、
枠

低
の
率
働
稼
え
加
に
ら
れ
こ
、
と
こ

央
中
、
り
よ
に
理
整
の
等
室
議
会
い

整
調
画
企
を
等
か
い
な
き
で
転
移
に

保
確
源
財
、
し
議
協
て
い
お
に
議
会

く
き
大
も
に
用
利
地
跡
院
病
め
含
を

が
論
議
な
重
慎
ら
か
と
こ
る
す
響
影

で
短
最
、
り
あ
で
要
必

施
実
度
年

、
計
設

で
え
考
の
工
着
事
工
度
年

年
今
、
を
と
こ
る
い

3

に
会
議
の
月

。
た
し
答
回
て
い
お

　

民
公
央
中
、
は
で
議
会
整
調
画
企

も
の
針
方
る
す
と
修
改
化
震
耐
を
館

る
め
高
を
率
効
用
利
・
性
便
利
、
と

改
の
定
予
し
壊
取
、
に
頭
念
を
と
こ

そ
、
果
結
、
ね
重
を
議
協
に
野
視
を

で
設
建
独
単
、
は
て
い
つ
に
場
道
ば

を
向
意
の
転
移
へ
館
民
公
、
く
な
は

。
る
い
て
け
受

　

的
合
複
、
は
て
い
つ
に
育
保
童
学

も
間
時
議
協
の
め
た
る
な
と
設
施
な

地
跡
院
病
、
ら
か
と
こ
る
な
と
要
必

活
を
宅
住
師
医
旧
る
い
て
し
存
現
に

設
施
共
公
が
店
支
内
加
幌
金
信
知
空

い
き
大
も
響
影
の
へ
活
生
民
住
、
が

受
を
舗
店
へ
館
民
公
央
中
ら
か
と
こ

い
た
き
行
て
め
進
を
修
改
て
れ
入
け

ス
の
修
改
の
在
現
。
る
い
て
え
考
と

実
度
年

、
化
算
予
計
設
施

設
施
実
度
年

、
計

。
画
計
の
工
着
事
工
度
年

　

事
と
択
採
の
業
事
げ
上
嵩
の
ム
ダ
竜

予
し
壊
り
取
、
し
生
発
が
件
の
所
務

で
ん
組
り
取
で
と
こ
う
い
と
る
あ
が

善
改
て
し
決
、
り
あ
で
ろ
こ
と
る
い

耐
の
館
民
公
、
く
な
は
で
け
わ
る
い

。
く
い
で
ん
組
り
取

　

成
平
た
ま

幌
「
た
し
定
策
に
年

計
理
管
合
総
等
設
施
共
公
町
内
加

た
め
含
も
梁
橋
や
路
道
、
は
で
」
画

更
の
設
施
共
公
の
町
内
加
幌
の
在
現

後
今
、
は
用
費
新

１
６
３
で
間
年

円
億
９
と
る
す
算
換
に
間
年
、
円
億

の
町
本
は
に
的
実
現
、
れ
さ
算
試
と

額
金
な
理
無
底
到
は
ら
か
況
状
政
財

設
建
を
設
施
い
し
新
、
ン
イ
ザ
デ
ド

、
く
い
て
え
変
を
ン
イ
ザ
デ
の
町
し

く
い
て
せ
さ
上
向
も
性
便
利
の
民
町

あ
で
要
必
然
当
は
計
設
来
将
の
め
た

営
運
・
済
経
内
域
地
は
設
施
る
れ
さ

、
し
携
連
と
体
団
・
者

年

と
年

き
大
、
ば
れ
け
な
で
の
も
る
す
続
持

な
も
に
と
こ
す
残
に
来
未
を
ケ
ツ
な

い
つ
に
用
利
地
跡
の
院
病
、
で
の
る

ン
セ
善
改
活
生
央
中
ト
ス
ポ
、
は
て

施
な
要
必
後
今
、
で
上
た
し
定
決

育
保
童
学
る
残
が
題
課
、
能
機
・
設

利
、
か
ほ
の
ン
セ
ミ
コ
者
齢
高
や
所

と
関
機
係
関
各
る
れ
さ
想
予
が
用
活

を
想
構
の
地
跡
院
病
、
め
進
を
議
協

。
い
た
き
描

、
と
見
所
る
す
対
に
致
誘
の

い
つ
に
方
り
あ
の
営
民
設
公
の
後
今

。
て
い
つ
に
識
認
の
て

弁
答

 

長
町

も
件
本

を
弁
答
に
月
３
年

本
基
、
り
あ
で
ろ
こ
と
た
し

在
現
。
る
あ
で
え
考
の
様
同
は
に
的

り
取
も
等
当
弁
、
菜
惣
、
料
飲
、
め

て
れ
さ
用
利
に
民
町
の
く
多
、
え
揃

る
え
応
に
望
要
の
民
町
た
ま
。
る
い

れ
さ
も
業
営
の
曜
日
、
曜
土
、
で
形

れ
訪
、
り
よ
と
も
は
民
町
、
り
お
て

い
て
れ
ば
喜
変
大
も
ら
か
者
外
町
る

。
る

　

の
村
町
市
９
７
１
内
道
、
で
方
一

臼
浦
、
は
町
い
な
が
ニ
ビ
ン
コ
で
中

の
町
本
て
し
そ
、
村
内
恵
神
、
町

3き
大
、
が
声
の
民
住
る
す
待
期
を
致

。
る
い
て

　

れ
こ
、
面
反
い
た
き
行
て
え
応
に
ズ

共
、
ず
ら
な
ば
れ
け
な
け
避
は
と
こ

ら
ち
ど
、
く
し
ま
望
番
一
が
栄
共
存

べ
る
す
は
事
る
す
れ
入
肩
に
方
一
か

。
い
な
は
で
き

　

料
共
公
、
は
て
い
つ
に
ニ
ビ
ン
コ

域
地
は
で
近
最
、
や
い
扱
り
取
の
金

き
大
や
今
、
り
あ
く
多
も
ニ
ビ
ン
コ

あ
が
素
要
る
え
い
も
と
本
資
会
社
な

が
ニ
ビ
ン
コ
る
す
望
希
を
店
出
。
る

も
て
し
と
町
、
は
合
場
る
く
て
出

す
ま
き
行
て
え
考
を
応
対
な
々
様

は
て
い
お
に
点
時
現
、
え
考
も
性
要

ン
コ
、
め
含
を
営
民
設
公
に
的
極
積

の
も
い
し
難
は
与
関
の
へ
致
誘
ニ
ビ

。
る
い
て
し
断
判
と
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Ｑ

Ａ

し
直
見
の
画
計
災
防

て
い
つ
に

」
士
理
管
機
危
合
総
「

受
を
ス
イ
バ
ド
ア
の

な
効
有
、
も
の
る
け

き
向
前
え
考
と
法
手

い
た
し
討
検
に

ＱＡ

術
技
業
農
町
内
加
幌

を
策
対
な
的
本
抜

は
応
対
の
で
員
職
正

ン
セ
術
技
が
い
し
難

策
対
の
後
今
、
め
始

ＱＡ

Ａ

Ｑ

中川議員

い
つ
に
し
直
見
の
画
計
災
防

候
天
な
的
国
全
、
年
近
、
て

発
頻
が
害
被
の
多
幾
る
よ
に
順
不

振
胆
は
に
日
６
月
９
年
本
に
特
、
し

の
こ
、
も
で
町
本
。
た
し
生
発
が
ト

被
雪
積
の
程
る
な
と
新
更
録
記
は
冬

。
た
れ
わ
ま
み
に
害

　

起
」
で
こ
ど
「、」
つ
い
「、
は
害
災

で
況
状
い
く
に
し
想
予
は
か
の
る
き

地
雪
豪
り
よ
と
も
は
害
水
風
、
り
あ

と
害
災
も
雪
大
は
町
本
の
て
し
と
帯

町
、
は
全
安
・
心
安
の
民
町
。
る
な

機
危
合
総
、
り
あ
で
務
責
の
て
し
と

る
い
ち
お
に
全
不
能
機
の
制
体
理
管

え
考
と
務
急
は
定
策
画
計
い
な
の
事

格
資
有
の
等
」
士
理
管
機
危
合
総
「

本
、
ら
が
な
得
を
ス
イ
バ
ド
ア
の
者

見
、
査
精
の
画
計
災
防
る
け
お
に
町

。
る
え
考
と
き
べ
る
れ
さ
が
し
直

弁
答

 

長
町

て
い
つ
に
画
計
災
防
域
地

基
に
法
本
基
策
対
害
災
、
は

害
災
、
し
関
に
災
防
の
域
地
、
き
づ

復
害
災
び
及
策
対
急
応
害
災
、
防
予

あ
に
る
す
施
実
を
策
対
害
災
の
等
旧

能
機
の
そ
が
関
機
係
関
災
防
、
り
た

、
命
生
の
民
住
、
て
げ
あ
を
て
全
の

護
保
ら
か
害
災
を
産
財
び
及
体
身

定
に
的
目
を
と
こ
す
期
を
全
万
、
し

。
る
い
て
め

　

和
昭
、
は
町
本

、
し
定
制
に
年

成
平

い
行
を
正
改
部
全
、
は
に
年

に
在
現
、
し
を
正
修
度
２
後
の
そ

成
平
、
は

、
震
地
大
本
日
東
の
年

成
平

風
台
や
震
地
本
熊
の
年

号画
計
災
防
域
地
の
道
海
北
。
る
い
て

修
、
く
べ
る
図
を
性
合
整
の
と
国
も

正
修
て
せ
わ
合
と
道
海
北
や
国
、
は

あ
で
況
状
の
際
実
が
の
い
な
い
て
し

の
時
電
停
や
策
対
雪
大
、
た
ま
。
る

こ
い
な
い
て
れ
さ
羅
網
、
ど
な
策
対

要
必
が
し
直
見
に
急
早
、
り
あ
も
と

。
る
い
て
え
考
と
る
あ
で

　

イ
バ
ド
ア
の
」
士
理
管
機
危
合
総
「

と
法
手
な
効
有
も
と
こ
る
け
受
を
ス

思
と
い
た
し
討
検
に
き
向
前
え
考

。
う

　

て
い
つ
に
」
士
理
管
機
危
合
総
「

定
で
体
団
間
民
や
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ
、
は

、
は
に
か
ま
大
、
り
あ
で
格
資
る
め

、
査
調
状
現
の
理
管
機
危
の
村
町
市

練
訓
育
教
や
言
助
て
い
つ
に
策
善
改

し
際
に
時
生
発
理
管
機
危
、
導
指
の

担
を
務
業
的
心
中
の
動
活
的
織
組
て

も
に
内
町
、
で
割
役
が
ど
な
と
こ
う

も
方
の
そ
、
で
の
る
い
が
者
格
資
有

。
い
た
し
討
検
、
め
含

内
加
幌
、
は
て
い
つ
に
的
目

あ
て
め
定
に
う
よ
の
次
で
条
２
第

普
、
究
研
験
試
の
術
技
業
農
「。
る

供
提
、
集
収
の
報
情
び
及
導
指
、
及

農
め
た
る
図
を
興
振
の
業
農
い
行
を

。
る
あ

　

短
も
て
き
で
保
確
は
数
定
一
の
員
職

わ
替
れ
入
に
繁
頻
が
員
職
で
間
期

採
の
員
職
か
な
か
な
は
で
年
近
。
る

置
設
、
り
あ
に
況
状
い
し
難
ら
す
用

常
非
、
も
て
せ
わ
合
し
ら
照
に
的
目

で
の
る
あ
に
況
状
い
な
か
つ
ぼ
お
に

い
つ
に
況
状
の
在
現
。
か
い
な
は

。
か
の
る
い
て
え
考
に
様
の
ど
、
て

　

力
協
し
こ
お
域
地
、
も
で
ま
れ
こ

ろ
い
、
々
等
集
募
員
職
の
て
し
と
隊

策
対
の
後
今
、
が
る
い
て
え
考
ろ
い

は
で
上
線
長
延
の
で
ま
今
、
て
し
と

抜
て
め
含
も
備
整
制
体
員
職
、
い
な

。
る
れ
わ
思
と
要
必
も
策
対
な
的
本

弁
答

 

長
町

管
員
定
の
体
全
場
役
、
は
て

あ
も
い
合
ね
兼
の
と
費
件
人
、
理

、
く
し
難
は
応
対
の
で
員
職
正
、
り

て
し
答
回
と
る
す
を
持
維
の
制
体
現

。
る
い

　

て
い
つ
に
遇
待
の
員
職
に
的
本
基

し
営
運
で
方
え
考
の
様
同
も
後
今
は

職
時
臨
は
状
現
、
が
る
え
考
と
い
た

目
項
究
研
、
り
な
と
制
体
の
名
３
員

な
し
用
活
を
等
託
委
部
外
や
減
縮
の

サ
的
術
技
、
し
対
に
者
産
生
ら
が

。
る
あ
で
ろ
こ
と
る

　

駐
常
が
ど
な
員
職
町
、
区
良
改
、
協

及
普
「」
理
処
報
情
「」
究
研
験
試
「、
し

る
め
進
を
業
事
に
柱
本
３
を
」
導
指
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Ｑ

計

会

般

一

費
業
事
生
創
方
地Ａ

Ｑ

費
祉
福
人
老

ＡＱＡ

員
議
見
稲

円
０
０
８
５
万
０
１
２
料
託

て
い
お
に
作
製
の
枚
０
０
０
，
３
約

。
は
果
効
Ｒ
Ｐ
と
況
現

 

長
室
興
振
域
地

成
平

は
数
枚
上
売
の
度
年

は
Ｄ
Ｃ
。
枚
８
７
３
，
１

。
る
い
て
し
を
売

　

信
配
も
で
ｅ
ｂ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｏ
Ｙ
た
ま

ば
そ
内
加
幌
き
続
き
引
り
お
て
し
を

　

Ｃ
る
す
売
販
く
し
新
が
大
周
杉
上

さ
加
追
が
」
バ
ソ
ル
ウ
ソ
「
も
に
Ｄ

を
Ｒ
Ｐ
も
後
今
り
あ
も
と
こ
た
れ

員
議
関
小

８
２
金
助
補
業
事
祉
福
宅
在

い
つ
に
円
１
８
８
７
万
１

そ
、
が
だ
績
実
の
回

　

成
平

」
会
員
委
別
特
査
審
算
決
「て
い
お
に
会
例
定
回
３
第
度
年

の
計
会
別
特
各
め
じ
は
を
計
会
般
一
、
た
れ
さ
託
付
に

算
決
度
年

。
た
し
ま
し
定
決
と
き
べ
す

　

し
た
い
せ
ら
知
お
り
お
と
の
次
、
し
粋
抜
を
疑
質
の
で
査
審
員
委

。
す
ま

　

日
査
審
算
決
・

　

成
平

30
年
10
月
29

30

）
間
日
２
（
日

　

員
委
会
員
委
別
特
・

　

）
く
除
を
査
監
選
議
、
長
議
（
名
７
員
議

成
平

29

…
査
審
算
決
度
年

定
認
て
全

！！

。
か
の
な
容
内
な

長
課
祉
福
健
保

、
り
あ
で
業
事
託
委
会
議
協

か
１
週
、
し
対
に
名
４
る
す
望
希
を

て
い
聞
を
況
近
て
し
を
話
電
回
２
ら

す
で
気
元
お
「
は
て
し
と
容
内
話

ん
せ
ま
り
あ
は
と
ご
配
心
「、
」。
か

を
録
登
、
て
し
を
話
の
ど
な
」。
か

き
で
心
安
も
で
し
少
が
方
る
い
て
し

と
容
内
業
事
る
す
を
話
会
う
よ
る

員
議
川
中

い
つ
に
係
関
費
祉
福
人
老

事
の
会
議
協
祉
福
会
社
、
て

訪
や
業
事
護
介
所
通
に
特
で
動
活
業

　

入
繰
の
へ
分
部
費
件
人
は
側
政
行

思
と
る
い
て
し
を
当
手
な
々
様
ど
な

無
が
源
財
は
に
後
か
年
何
が
る
れ
わ

基
な
様
の
ど
。
る
あ
が
配
心
る
な
く

助
補
営
運
に
会
議
協
祉
福
会
社
で
準

。
か
の
る
い
て
し
出
支
を

　

 

長
課
祉
福
健
保

８
万
８
７
６
業
事
護
介
所
通

業
事
護
介
問
訪
、
円
２
２
２

に
的
営
経
と
円
４
６
４
９
万
８
８
１

は
て
し
関
に
所
業
事
護
介
、
く
し
苦

。
る
あ
は
識
認
い
し
厳
に
常
非

　

し
所
来
に
際
実
、
方
る
い
て
し
を
録

こ
る
い
て
き
て
し
昇
上
が
ど
な
度
足

て
い
つ
に
業
事
の
件
の
こ
、
ら
か
と

か
い
は
に
け
わ
る
切
は
て
し
と
町
は

の
業
事
規
新
。
る
い
て
え
考
と
い
な

収
か
と
ん
な
、
ら
が
な
い
行
を
実
充

い
合
し
話
う
よ
る
め
努
も
に
保
確
益

。
る
い
て
め
進
を

　

も
後
今
、
は
と
会
議
協
祉
福
会
社

つ
に
係
関
祉
福
の
町
本
て
め
含
民
町

し
を
い
合
し
話
、
度
都
の
そ
、
て
い

。
い
た
き
い
て
え
考
ら
が
な

験
試
の
」
ば
そ
「
は
在
現
、
下
の
導

日
今
、
り
な
と
業
事
ン
イ
メ
が
究
研

ね
重
み
積
を
等
告
報
究
研
験
試
で
ま

治
自
な
さ
小
、
で
ま
れ
こ
。
た
き
て

成
平
て

み
ろ
ほ
「
種
品
新
は
に
年

ど
な
る
す
を
録
登
苗
種
の
」
り
の

向
度
名
知
の
」
ば
そ
い
な
か
ろ
ほ
「

な
き
大
に
立
確
の
ド
ン
ラ
ブ
、
と
上

て
し
識
認
と
る
い
て
し
た
果
を
割
役

、
が
者
継
後
い
若
も
後
今
。
る
い

も
い
し
新
、
く
な
で
け
だ
」
ば
そ
「

は
割
役
の
定
一
、
ど
な
散
分
の
ク
ス

き
づ
基
に
法
、
は
て
い
つ
に
」
り
の

種
、
て
い
つ
に
務
義
産
生
の
種
々
原

査
精
を
容
内
て
め
含
も
正
改
の
法
苗

て
し
を
示
指
に
署
部
当
担
う
よ
る
す

。
る
い

　
早

ン
セ
術
技
、
し
過
経
が
上
以
年

用
利
、
え
ま
踏
も
か
の
な
要
必
て
し

に
分
十
を
等
見
意
の
者
産
生
る
れ
さ

を
策
対
の
後
今
ら
が
な
れ
入
き
聞
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Ｑ

費
務
総
生
衛
健
保Ｑ

費
興
振
業
産
水 ＡＡ

Ｑ

計
会
別
特
険
保
康
健
民
国ＡＱ

計
会
別
特
業
事
道
水
易
簡

ＡＱＡＱ

計
会
別
特
金
資
学
奨

ＱＡ Ａ

員
議
関
小

料
託
委
務
業
ル
ヤ
イ
ダ
康
健

、
て
い
つ
に
円
０
０
４
万

。
か
い
ら
く
の
ど
が
度
用
利

　

を
談
相
か
の
な
料
約
契
な
的
般
一

。
か
の
な
数
回
た
し

　

 
長
課
祉
福
健
保

料
託
委
務
業
ル
ヤ
イ
ダ
康
健

、
は
て
い
つ
に
定
設
額
金
の

お
て
し
定
決
で
数
帯
世
す
示
が
社
会

０
０
０
２
、
で
ま
帯
世
０
０
０
１
り

と
で
ま
帯
世
０
０
０
３
、
で
ま
帯
世

　

て
い
つ
に
で
ま
帯
世
０
０
０
１

で
み
込
税
費
消
、
は

円
０
０
４
万

。
る
い
て
し
約
契
で
額
金
の

員
議
名
春

励
奨
興
振
業
産
水
町
内
加
幌

０
０
０
７
万
０
１
１
金
助
補

助
補
に
業
事
の
件
３
、
て
い
つ
に
円

対
に
件
３
、
が
る
い
て
し
出
支
を
金

。
か
の
た

　

 

幹
主
課
業
産

、
は
て
い
つ
に
業
事
の
件
２

に
合
組
同
協
業
漁
湖
内
鞠
朱

Ｎ
、
は
件
１
他
。
る
い
て
し
を
出
支

　

業
事
合
組
同
協
業
漁
湖
内
鞠
朱

増
の
魚
水
淡
た
め
含
を
ウ
ト
イ
、
は

き
大
も
費
業
事
は
業
事
の
こ
。
る

総
り
く
づ
域
地
の
道
海
北
た
ま
、
く

助
補
道
り
な
も
に
象
対
の
金
付
交
合

を
業
事
て
し
算
合
を
金
助
補
町
と
金

　

た
め
含
を
ウ
ト
イ
、
は
容
内
業
事

ど
で
川
河
の
ど
が
所
卵
産
の
魚
水
淡

殖
増
ど
な
か
の
る
あ
が
数
の
ど
ほ
れ

。
る
い
て
え
考
で
年

　

が
殖
増
で
ま
れ
こ
、
は
果
結
査
調

在
現
り
な
と
要
必
が
施
実
の
等
流
放

。
る
あ
で
中
査
調
も

　

業
漁
、
は
業
事
化
ふ
の
ギ
サ
カ
ワ

く
尽
を
手
と
ろ
い
ろ
い
で
合
組
同
協

合
組
同
協
業
漁
の
内
道
が
る
い
て
し

の
ギ
サ
カ
ワ
、
り
あ
が
等
化
齢
高
の

態
事
い
な
き
で
が
事
る
す
入
購
を
卵

い
な
い
て
き
で
成
達
が
標
目
り
あ
で

。
る
あ
で
態
状

　

あ
で
要
必
が
船
漁
め
た
う
行
を
業
事

更
の
こ
、
め
た
る
い
て
し
化
朽
老
が

。
る
い
て
し
を
出
支
で
新

員
議
川
中

処
損
欠
納
不
の
分
納
滞
越
繰

準
基
の
定
一
、
て
い
つ
に
理

て
れ
わ
行
が
損
欠
納
不
て
い
づ
基
に

い
つ
に
準
基
な
か
ま
大
、
が
る
い

。
て

 

長
課
民
住

過
経
年
５
ら
か
日
納
収
終
最

し
と
則
原
を
事
る
す
分
処
で

す
望
希
を
入
納
、
し
か
し
。
る
い
て

納
不
に
単
簡
は
合
場
る
あ
が
向
意
る

い
て
し
応
対
う
よ
い
な
し
を
損
欠

。
る

員
議
川
中

月
９
、
て
い
つ
に
況
状
備
設

、
ら
た
い
続
が
電
停
間
期
い
長
が
た

事
る
す
止
停
が
水
給
で
設
施
の
在
現

　

設
て
め
含
を
等
源
電
備
予
の
在
現

 

長
課
設
建

、
は
て
し
関
に
災
震
の
回
今

員
議
川
中

事
の
と
る
あ
で
能
可
も
て
く

の
す
か
動
を
設
施
な
ん
ろ
い
、
が
だ

予
、
が
る
れ
わ
思
と
要
必
が
源
電
に

。
か

 

幹
主
課
設
建

て
い
つ
に
場
水
浄
内
加
幌

と
み
組
仕
る
す
を
水
排
に
然
自
て

で
要
必
が
源
電
は
て
い
つ
に
械
機
る

め
た
た
し
止
停
で
電
停
の
回
今
り
あ

　

家
自
、
は
て
し
関
に
設
施
の
和
政

水
排
で
の
た
い
て
れ
さ
置
設
が
電
発

。
た
き
で
が
事
る
す

員
議
関
小

０
０
５
額
済
未
入
収
金
還
返

、
が
る
あ
で
円
０
０
０
５
万

済
返
た
ま
。
か
の
な
積
累
か
度
年
単

。
か
の
る
い
て
き
で

 

長
次
育
教成

平
ら
か
年
５
成
平

度
年

お
も
者
住
在
内
町
。
る
あ
で

い
て
し
談
面
に
人
本
は
で
中
の
そ
り

。
る

　

も
ら
か
人
証
保
帯
連
、
は
度
年
本

は
で
額
金
な
規
正
て
い
て
得
を
束
約

還
返
つ
づ
円
０
０
０
５
額
月
が
い
な

。
る
い
て
し
力
努
れ
さ

員
議
名
春

入
収
金
還
返
ら
か
年
５
成
平

、
が
る
い
て
し
生
発
が
済
未

と
当
該
は
に
金
資
学
奨
は
損
欠
納
不

損
欠
納
不
、
た
ま
。
か
の
い
な
ら
な

。
か
の
い
な
は
え
考
く
い
て
し
を

 

長
次
育
教

不
、
は
て
い
つ
に
金
資
学
奨

と
の
も
い
な
則
原
は
損
欠
納

え
例
、
損
欠
納
不
る
よ
に
上
法
治
自ば

い
な
い
て
し
求
請
に
人
本
間
年

対
の
損
欠
納
不
ば
れ
あ
が
ど
な
為
行

討
検
は
後
今
ら
か
事
る
え
り
な
に
象

。
い
た
き
い
て
し
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言
一
の
し
た
わ

　

り
あ
が
式
人
成
の
男
長
、
日
先

も
と
こ
な
変
大
と
々
色
。
た
し
ま

の
幌
札
、
は
今
、
が
た
し
ま
り
あ

　

同
ぼ
ほ
、
は
弟
兄
３
の
家
が
我

年
少
。
た
し
ま
め
始
を
道
剣
頃
じ

回
数
に
月
、
古
稽
の
回
２
週
の
団

担
負
の
親
ど
な
古
稽
出
や
会
大
の

で
み
し
楽
回
毎
が
の
る
見
を
合
試

期
時
同
ぼ
ほ
も
私
な
ん
そ
。
た
し

間
期
冬
も
で
今
、
め
始
を
道
剣
に

供
子
で
団
年
少
に
間
合
の
事
仕
や

し
を
ガ
ケ
（
古
稽
に
緒
一
と
ち
た

消
解
足
不
動
運
で
）
に
う
よ
い
な

は
に
時
く
し
楽
と
ち
た
供
子
ど
な

に
道
剣
（
す
ま
い
で
ん
励
く
し
厳

含
人
大
（
ん
さ
皆
る
あ
の
味
興

だ
く
て
来
に
学
見
も
で
つ
い
）
む

。）
！
中
集
募
員
団
。
い
さ

　

議
会
な
々
色
は
私
ま
い
、
て
さ

た
し
ま
え
増
が
会
機
る
出
に
ど
な

人
の
定
特
か
り
か
ば
い
な
出
が
見

が
況
状
な
う
よ
の
こ
。
す
ま
え
思

な
か
い
ち
立
に
ち
う
の
そ
ば
け
続

本
。
す
ま
え
見
に
目
が
の
る
な
く

期
時
る
え
考
を
成
育
の
材
人
で
気

。
す
ま
い
思
と
る
い
て
来
に

　

れ
こ
、
が
す
で
策
対
嫁
花
に
次

ど
な
）
む
含
を
場
役
（
所
業
事
各

け
な
か
い
て
え
考
て
し
と
体
全
町

ま
い
思
と
だ
題
問
い
な
ら
な
ば
れ

さ
く
倒
面
々
色
代
時
の
今
、
が
す

。）
ラ
ハ
ワ
パ
・
ラ
ハ
ク
セ
（
い

　

花
く
な
は
で
け
だ
性
男
、
た
ま

ば
け
い
て
え
考
に
緒
一
も
策
対
婿

う
そ
。
す
ま
い
思
と
な
か
の
い
い

て
し
決
解
も
題
問
の
材
人
ば
れ
す

。
す
ま
い
思
に
う
よ
く
い

　

こ
ら
か
だ
町
な
便
不
い
な
も
何

づ
町
い
よ
み
住
て
し
力
協
で
皆
そ

な
い
い
ら
た
け
い
て
え
考
を
り
く

。
す
ま
い
思
と

　

し
で
言
り
独
の
じ
や
お
の
家
農。

た 井
笠

　

ん
さ
展
正

政

　
　

和

★　議会を傍聴してみませんか　★
　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、
受付簿に「住所」「氏名」を書いていただければ結構です。
　予算審査特別委員会、決算審査特別委員会は年 1回開催されます。

・第 １ 回 定 例 会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第 ２ 回 定 例 会　６月中旬～下旬
・第 ３ 回 定 例 会　９月中旬

の

会

議

期
時
催
開

議会事務局／役場３階　☎ 0165-35-2121（内線373）
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我が家の
アイドル！

う
と
で
め
お
生
誕
お

　

日
９
月
１

　

岡
花
　
茉

奈
里
　

）
佑
恵
父
（

す
ま
げ
上
し
申
み
や
く
お

　

月

日　

窪
横
　

明
義
　
様　

歳

　

月

日　

井
酒
　

枝
光
　
様　

歳

す
ま
し
謝
感
に
志
厚
ご◆

に
会
議
協
祉
福
会
社

◆

　

日
７
月
１

　

崎
寺
　

一
秀
　
様

　

）
て
し
際
に
儀
葬
の
様
冨
、
母
（

　

月
１

日　

井
酒
　

幸
正
　
様

　

）
て
し
際
に
儀
葬
の
様
枝
光
、
妻
（

　

月
１

日　

窪
横
　

子
茂
　
様

　

）
て
し
際
に
儀
葬
の
様
明
義
、
夫
（ ●

き
ご
う
の
と
ひ

●
き
ご
う
の
と
ひ

お詫びと訂正
　２月号の裏表紙の中で氏名の
誤りがありました。
正しくは、

ご厚志に感謝します
♦社会福祉協議会に♦
　12月12日　新江 　力　様
　（妻、カズ子様の葬儀に際して）

　12月28日　坂本 勝之　様
　（母、アサヨ様の葬儀に際して）

となります。

　謹んでお詫び申し上げます。

2019-3　№ 759　平成31年3月号 （3月5日　発行）

　

！
内
は
福
！
外
は
鬼

2
月
3

き
ま
豆
、
は
に
分
節
の
日

！
ね
よ
す
ま
り
あ
が
習
風
る
べ
食
を
き
巻
方
恵
り
た
し
を　

い
と
」
き
ま
子
菓
お
「
る
な
き
ま
豆
、
は
で
家
実
の
私

カ
が
親
両
に
室
一
た
し
消
を
気
電
、
り
あ
が
ト
ン
ベ
イ
う

を
手
に
床
で
弟
兄
、
中
の
闇
暗
、
て
い
ま
を
）
銭
小
（
金

り
あ
が
慣
習
う
い
と
る
め
集
い
拾
命
懸
生
一
ら
が
な
て
あ

く
し
楽
り
よ
、
は
帯
世
る
い
が
様
子
お
い
さ
小
。
た
し
ま

！
よ
す
で
メ
ス
ス
オ
で
の
る
が
上
り
盛

（1月末現在）

世帯数 789世帯
（前月比－4）

人　口 1,504人
（前月比－4）

　　男 747人
　女 757人

今月の表紙 双葉保育園～節分～
　双葉保育園の節分行事にお邪魔してきました。
　豆まきをする前から、園児たちは泣いたり、顔が引きつった
りと大騒ぎ。そこに赤鬼が登場すると園
内は大パニック！必死に逃げながら、赤
鬼に向かって落花生を投げつけ、最後は
みんなで怖い鬼をやっつけました。
　怖かった鬼も、実はみんなとお友達に
なりたかったことがわかり、園児たちと
握手で仲直り！豆まきが終わったら、み
んなで年の数の落花生を食べて、ニッコ
ニコになった一日となりました。

広報ほろかない３月号
2019 MARCH №759

原
菅

　

ら
く
さ

 
成
平

30

月
１
年

29
日

父　
正　
剛

母　

こ
よ
み

　

ま
ち
た
が
年
一
て
れ
ま
生
が
ら
く
さ

。
た
し

　　

ニ
く
良
仲
弟
兄
、
が
す
ま
い
て
し
り
た

姿
る
い
て
し
ご
過
に
う
そ
し
楽
コ
ニ
コ

。
す
ま
れ
ら
け
づ
気
元
、
て
み
を

　

み
で
姿
い
愛
可
で
気
元
も
ら
か
れ
こ

！
ね
て
い
で
ル
ド
イ
ア
の
な
ん


